就労支援員養成研修　～発達障がい者のための就労サポートカードの活用を通した自己理解の促進～　事例

	当事者情報
	Aさん（男性）　18歳　　
診断名：広汎性発達障がい（療育手帳B2）※幼少期に診断を受けている

	現在（日常）の様子
	特別支援学校を卒業後、就労移行支援事業所を利用して９ヶ月になる。（週５日通所）
日々、体調を崩すことなく、休まずいつも元気に通所している。まじめで素直な性格であり、人当りもよいことから事業所での人間関係は良好。自動車に興味があり、よく好きな車種について利用者同士で話をしているところを見かける。また将来は自動車整備の仕事に就きたいと夢を語っている。
本人は興味のあることや嬉しかったことは気兼ねなく話をすることができる。しかし、困りごとや悩みについては時折困った表情で、もの言いたげなしぐさを見せるが、何も言わずに去っていくことが多い。以前本人から支援者に対して、悩みや困りごとの相談ができるようになりたいという話をしたことがある。
事業所では、清掃、軽作業、PC作業といった訓練の中で就労に必要なスキルを身に着けるべく励んでいる。また、ビジネスマナー講座や会社見学等にも積極的に参加している。
　事業所では静かでゆったりとした環境で落ち着いて丁寧に作業を行うことができる。積極的に作業に取り組む姿勢があり、一度これをしたいと思ったことがあるとやり遂げるまで諦めずに行うことができる。本人はパトカーのサイレンや大声といった大きな音に敏感で、大きな音が鳴るとびっくりして気持ちが落ち着かなくなり、きょろきょろとして作業に集中できないことがある。静かになり時間が立てば気持ちも落ち着き作業に集中できるようになるとのこと。


	職歴（実習経験）
	企業実習では、高齢者施設の調理現場にて2週間調理補助を経験する。調理補助として、洗い物、器具の片づけ、掃除、盛り付けを行った。洗い物や掃除に関しては、作業内容も単純であり日々行うことにより取り組むことができた。
ただ、器具の片づけと盛り付けに関しては実習終了までミスが目立った。器具の片づけについては、収納場所は決まっているが、毎日使う器具が変わってくるため、どの器具をどこにしまうのかわからなくなり、間違った場所に器具を直すことが多かった。また担当者は身近にいるが、常に忙しそうに別の業務をしていることから質問することができずにいた。
盛り付けについては、一度盛り付けの手本を見せてもらいながら、料理の完成形と手順を学んだ。その後、口頭による注意事項の説明の際に、盛り付けは手本通りでなくても料理の完成形が同様であれば自分のやりやすい手順や方法で行ってもよいという説明が加えられた。一度見た手本のみでは手順や方法を十分に理解することができず、さらに盛り付け方法が定まっていないことで作業の段取りを自分で組むことができずにどのようにしようかと手が止まった状態が続いていた。口頭による注意事項についてメモを取っていなかったことで忘れていることが多く、完成形とは違った盛り付けになることがあった。

調理補助の実習後、年末年始の郵便局での企業実習をした（1週間）。郵便局では、職員とペアになり年賀状の仕分け作業を一緒に行った。仕分け作業では、どこに何を仕分けするのかが色分けされており、仕分けの手順書も用意されていたため手順に沿って作業を行うことができた。作業の中でわからないことが出てきた際には、ペアの職員に質問することができ、問題なく1週間を終えた。


	将来の夢
	自動車整備の仕事に就きたい。

	障がいの特性
	・臨機応変な対応が困難。
・相談、質問ができない時がある
・大きな音に敏感

	今後の支援
	高齢者施設と郵便局での企業実習を振り返り、課題を整理したうえで今後新たに企業実習を行う予定。実習先は本人が希望する自動車整備に関する作業が行える企業を選定した。
実習現場は自動車の整備工場になる。整備工場ということもあり、場所や時間帯によっては大きな機械音が鳴り響く環境での実習となる。工場には、10～20名くらいの人がそれぞれ担当する車の整備を行っている。本人には、一人の担当整備士が付いて作業を覚えていくことになっている。最初は一緒に行いつつ、徐々に本人に任せていく方針と聞いている。
作業内容は整備補助がメインとなり、担当から指示された工具や部品の事前準備、部品の清掃や工場内の清掃を行う予定。作業内容によっては、担当整備士と離れた場所で作業を行うこともある。
実習は、1日9:00～16:00（休憩1時間）の実働６時間、週3日を1か月間実施。
支援機関の担当者は週１回本人と面談を行い、振り返りを行う予定にしている。





	Aさんは、自動車整備に関わる仕事への思いを強くしており、その希望に沿って今回実習を行うことになりました。実習において、工場の環境や作業内容等に対する本人の特性やスキルを踏まえて、今後の自動車整備に関わる就労への可能性を検討したいと考えており、そのために、実習に臨むにあたってサポートカードを活用し、
①得意な作業や強み、苦手な作業や配慮・工夫の整理（※演習では、自己評価も本人視点で記入）
②苦手な場面における、「自分でできること」「企業に希望する配慮」の整理
を行い、カードを作成してください。

　作成したサポートカードとともに、作成にあたって気を付けた点や疑問点等をアンケート（課題３）に記入したものを会場講義にご持参ください。
それぞれ取り組まれた事前課題をもとに、グループの皆さんで意見交換を行っていただきます。




